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(2) 指導プ ログラムの作成 smal step 
(3) 学習意欲の喚起
(4) 学習過程での評価





対象 昭和58年度第一看護科 2年生 60名
日時昭和59年 3月2日 8:30~10: 00 
本授業
対象 昭和59年度第一看護科 2年生 40名
























































































































•総カロリ ーが計算できる・・・・ ・ ・ 3 
0病院食が健康食であること・・・・・・
•指示されたカロリー..・・・・・・・・・・ 2 
0献立が立てられる・・・・・・ •. ．．．．．．.. . ． 3 
•長続きの工夫ができる……•• • 2 


















りません。痛くてもちょっとがまんして 1時間に 1回とか 2時間に 1回とか深呼吸をするよう
にしましょう。









学生M, 「どうすれば患者さんがわかりやすいか考えながら 説明する ことを学ばなければなら
ない。そのためには，自分がよく理解 していなければならないと思った。」
学生F, 「教えるには目標を明確にして順序立てて話すことが必要なことがわかって良かった。
これから実習へ行っていろいろな場面で説明することがあると思うから， このノ ート を見て説
明する ことをこまかく分けてわかりやすく組み立てて行きたいと思う。」
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